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図 1.　調査地 .

Fig.1. Survey map .
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はじめに

　我孫子市には 214 カ所の都市公園（我孫子市 

2014）および市民の森などの緑地がある . その中

で立地や植生の異なる代表的な 4 つの公園緑地を

選び , 鳥類の生息状況を調査した . なお同様の調

査は 2003 年 ,2010 年 ,2011 年に実施しており（塩

田 2012）, 今回はその後の継続調査の結果の報告

である .

　この調査は , 各公園の鳥相の違いを知り , それ

ぞれの公園緑地の鳥類の生息地としての特徴を把

握することを目的に実施した .

　ここでは 2012 年 ,2013 年 2014 年の 3 年間の鳥

類センサス結果を報告する .

調査地と調査方法

　調査地として選定した公園緑地は , 宮ノ森公園

（我孫子市布佐）,中里市民の森（我孫子市中里）,

天王台西公園（我孫子市天王台）,根戸船戸緑地（我

孫子市船戸）の 4 カ所である（図 1）. 各調査地の

環境概要と調査ルートは図 2に示した .

　宮ノ森公園は面積 3ha で , 環境構成要素は , 斜

面林 ,平地（芝生広場）,用水路 ,池 ,ヨシ原とそ

れぞれ小面積ではあるが多様な要素からなる公園

である . 樹木はケヤキ , サクラ , イチョウ , メタ

セコイアなどの落葉樹のほか , スギ , マツ , クス

ノキ,タブノキなどの常緑樹も植栽されている.ツ

ツジ , レンギョウ , アオキ , ユキヤナギ , アジサ

イなどの低木の植栽も多い . 周辺には , 学校 , 幼

稚園 , 住宅地 , 線路があり , 人の出入りの多い公

園である .

　中里市民の森は面積 3.2ha で ,スギ ,シラカシ ,

アカマツなどの常緑樹が多く林床が暗い緑地で ,

局所的にイヌシデ , コナラ , コブシ , クリ , サク

ラなどの落葉樹がある . 緑地の東縁は斜面林と

なっている . 周囲は畑と住宅地 , 神社がある . 人

の出入りの少ない緑地である .

　天王台西公園は面積 1ha で , 駅から近く ,市街

地に囲まれた公園で ,外縁にはマテバシイ ,クス

ノキ ,ヤマモモ ,などの常緑樹のほか ,ユリノキ ,

サンゴジュ ,サクラなどの落葉樹の植栽があり ,
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図 2.　センサスルート .

Fig.2.   Census route.

公園内にはケヤキ ,コナラ ,サンゴジュ ,ツツジ

などの樹木が植栽されている .公園内は部分的に

開けた空間が多くなっている .駅へ向かう人達の

通路にもなっていて ,人の出入りの多い公園であ

る .

　根戸船戸緑地は面積 2.7ha で , 斜面にあり常緑

樹と落葉樹の混合した林である .サワラ ,ヒノキ ,

スギ ,シラカシ ,ヒサカキなどの常緑樹 ,コナラ ,

ケヤキ ,クヌギ ,エゴノキ，ゴンズイ ,エノキな

どの落葉樹が見られる .周囲は住宅地と畑であ

る .市民団体の船戸の森の会が定期的に草刈りな

どの緑地の管理やシジュウカラの巣箱掛けなどの

活動を行っている .

　調査方法は , ルートセンサス法で行なった . 調

査地内に設定したルート ( 図 2) の両側それぞれお

よそ 50m の範囲内で姿あるいは声を確認できた鳥

の種類と個体数を記録した . 調査は 2012 年 ,2013

年 ,2014 年の毎月１回行ない , 時間帯はおよそ午

前 9 時〜 12 時の間 , 天候は晴れもしくは曇りの日

に行なった .

結果

　調査の結果 , 宮ノ森公園では 8 目 23 科 40 種 ,

中里市民の森では 6 目 20 科 30 種 , 天王台西公園

では 3 目 13 科 17 種 , 根戸船戸緑地では 4 目 18 科

28 種の鳥類を確認した（表 1）. なお付表 1 〜 4

に各公園の鳥類センサス結果を示した . 付表 5 〜

8に各公園の 3年間の合計を示した .

　2012 年〜 2014 年の 3 年間の各公園の個体数 ,

種数の平均を比較すると ,4 つの公園の中では宮ノ

森公園が個体数 ,種数とも最も多かった .個体数 ,

種数が最も少ないのは天王台西公園であった（図

3）.

　各公園の 3 年間の総個体数と種数の月別変化を

比べると個体数 , 種数とも , 冬に多くなり , 夏は

減少する傾向が見られた（図 4）.

　各公園の 3 年間の合計の優占種を図 5 に示し

た . 宮ノ森公園の最優占種はヒヨドリ , 次いでカ

ワラヒワ , スズメ , メジロ , アオジであった . 冬

鳥ではアオジが最も多く , 次いでツグミ , シロハ

ラ , アカハラ , シメ , ジョウビタキ , カケス , ヒ

ガラ , キクイタダキ , ウソなどが観察された . 渡

宮ノ森公園（面積 3ha） 中里市民の森（面積 3.2ha）

天王台西公園（面積 1ha） 根戸船戸緑地（面積 2.7ha）
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宮ノ森公園鳥類センサス出現種

（2012 〜 2014 年）

中里市民の森鳥類センサス出現種

（2012 〜 2014 年）

天王台西公園鳥類センサス出現種

（2012 〜 2014 年）

根戸船戸緑地鳥類センサス出現種

（2012 〜 2014 年）

8 目 23 科 40 種

6 目 20 科 30 種

3 目 13 科 17 種

鳥類の分類は , 日本鳥類目録改訂第 7版に準拠した .

4 目 18 科 28 種

表 1.　各公園の出現種 .（2012 〜 2014 年合計）

Table 1. List of  appeared species each park. (2012-2104 total)

りの途中と思われる観察例として , ツツドリ , エ

ゾビタキ , コサメビタキ , アトリ , ビンズイなど

が観察された .

　中里市民の森の最優占種はヒヨドリ , 次いでカ

ワラヒワ , メジロ , エナガ , シジュウカラであっ

た .冬鳥として ,シメが最も多く ,次いでツグミ ,

アオジ , ジョウビタキ , ヒガラ , キクイタダキ ,

アカゲラ ,ルリビタキが観察された .

　天王台西公園の最優占種はスズメ , 次いでヒヨ

ドリ , ムクドリ , ハシボソガラス , メジロであっ

た . 冬鳥としてツグミ , ジョウビタキ , シメが観

察された .

　根戸船戸緑地の最優占種はヒヨドリ , 次いでメ

ジロ,シジュウカラ,スズメ,エナガであった.冬

鳥としてはシロハラが最も多く , 次いでアオジ ,

ツグミ , シメ , キクイタダキ , ヒガラ , カケス ,

アカゲラ ,アカハラ ,ルリビタキが観察された .

　天王台西公園以外の３つの公園の最優占種はヒ

ヨドリで共通だった . 天王台西公園の最優占種は

スズメであった . 各公園の季節ごとの優占種を図

6 に示した . また , 図 7 〜 10 に各公園の優占上位

10 種の月別変化を示した .

まとめ

　宮ノ森公園は ,水辺があることでカワセミ ,カ

モ類 ,サギ類が入ることや渡りの途中で立ち寄っ

たツツドリやエゾビタキ ,コサメビタキが観察さ

れ ,他の公園より種数が多く観察された .冬期に

は種数が増えることから ,冬鳥の越冬場所として

利用されていると示唆された .同じような面積（お

よそ 3ha）の中里市民の森や根戸船戸緑地と比べる

と宮ノ森公園は個体数,種数とも最も多かった.こ
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のことから公園に水辺や樹林地など多様な環境要

素があることで，さまざまな鳥が生息場所として

利用しやすい環境だと考えられた .

　中里市民の森も冬期には種数が増える傾向があ

り ,冬鳥の越冬場所として利用されている緑地で

あると示唆された .また他の調査地では上位優占

種であるスズメが中里市民の森では上位優占種に

入っていなかった .スズメは常緑樹の多い中里市

民の森をあまり利用していないと考えられた .

　天王台西公園の優占種は全体の 4割近くがスズ

メであった .出現した鳥類のほとんどが留鳥であ

り ,他の公園と比べると鳥相の季節変化が少な

かった .

　根戸船戸緑地は ,どの季節においても最優占種

はヒヨドリであった（図 6）.秋冬にはヒヨドリに

次いでメジロが多いのが特徴であった .全体的に

冬期には種数が増える傾向があり ,冬鳥の越冬場

所として利用されている緑地であると考えられた.

　各公園の季節ごとの優占種（図 6）を比較すると ,

どの公園でも秋期（9〜 11 月）にヒヨドリが最も

増加していた .公園や緑地には秋期に渡りのヒヨ

ドリが入っていることが示唆された .その中でも

特に中里市民の森と根戸船戸緑地の２つの緑地の

秋期はヒヨドリの占める割合が多かった（図 6）.　

年間を通しても宮ノ森公園 ,中里市民の森 ,根戸

船戸緑地ではヒヨドリが優占しているが（図 5）,

冬期（12 〜 2 月）には宮ノ森公園 ,中里市民の森

ではカワラヒワが最優先種に入れかわっていた（図

6）.これは根戸船戸緑地では見られない特徴であっ

た .また宮ノ森公園では冬期にはカワラヒワに次

図 3.　各公園の鳥類個体数と種数 .

（2012 〜 2014 年平均）

Fig.3. Birds population and the number of  species which is in 

each park. (average of  2012-2014）
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Fig.4. Birds population and the number of  species according to the 

month of  each park. (2012-2014 total)

個
体
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種　

数

いで冬鳥のアオジが優占種となり ,他の公園には

ない特徴であった .各公園において最も多かった

冬鳥は ,宮ノ森公園ではアオジ ,中里市民の森で

はシメ ,根戸船戸緑地はシロハラとなり ,各公園

の冬鳥の特徴を表していた .

 スズメは天王台西公園では一年中観察され ,冬期

には全体の 5割を占めていた（図 6）.一方 ,宮ノ

森公園や根戸船戸緑地では ,春夏（3〜 8月）に

スズメが多く観察された .このことから繁殖時期

のスズメは開けた環境があり ,餌となる昆虫の多

い公園や緑地にエサを探しに行っていると考えら

れた .

 各公園の優占種を見ると ,そのほとんどが留鳥で

あった (図 5). 冬鳥はその他の 6% 〜 18% の中に含

まれている .ヒヨドリの秋冬の増加により ,全体

的に各公園での秋冬の個体数が増加していること

が伺えた（図 4）.冬鳥の出現個体数は多くはない

が ,冬期には種数が増えている（図 4）ことから ,

公園や緑地は冬鳥の越冬場所として利用されてい

ることが示唆された .

個
体
数

種
数
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スズメ 
37% 

ヒヨドリ 
15% 

ムク
ドリ 
9% 

ハシボソガラス 
8% 

メジロ 
7% 

カワラヒワ 
4% 

キジバト 
4% 

シジュウカラ 
4% 

ドバト 
3% 

ハシブトガラス 
3% 

その他 
6% 

　この調査により ,立地や環境の異なる我孫子市

内の公園緑地 4カ所の鳥相の違いの概要を把握す

る事ができた .

要約

公園緑地４カ所の共通の特徴

 　・ヒヨドリが優占種であった . 

 　・優占種のおよそ８〜９割は留鳥であった . 

　・秋期にはヒヨドリの個体数が増加しているこ

　　とから , 渡りをしているヒヨドリが入ってい

　　ると示唆された . 

　・冬期に種数 , 個体数が多くなっていることか

　　ら冬鳥の越冬場所として利用されていること

　　が示唆された . 

公園緑地４カ所の異なる特徴

　・種数 , 個体数は , 多様な環境を含む宮ノ森公

　　園が最大で , 市街地に囲まれた天王台西公園

　　は最小であった . 

　・常緑樹の多い中里市民の森ではスズメがほと

　　んど見られなかった . 

　・冬期の宮ノ森公園 , 中里市民の森の最優占は

　　ヒヨドリからカワラヒワに入れ替わることが

　　わかった . 
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図 5.　各公園の優占種 .（2012 〜 2014 年合計）

Fig.5. Dominant species in each park. (2012-2014 total)
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図 6.　各公園の季節別優占種 .（2012 〜 2014 年合計）

Fig.6. Seasonal dominant species in each park. (2012-2014 total)
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（図 7）宮ノ森公園　優占種上位 10 種の個体数の月変化 .

Fig.7. Population according to the month of  ten kinds of  dominant species in the Miyanomori park.
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（図 8）中里市民の森　優占種上位 10 種の個体数の月変化 .

Fig.8. Population according to the month of  ten kinds of  dominant species in the Nakazato citizen's forest.

ヒヨドリ

カワラヒワ

メジロ

エナガ

シジュウカラ

コゲラ

キジバト

ハシブトガラス

シメ

ツグミ

2012 年 2013 年 2014 年



我孫子市鳥の博物館調査研究報告　Vol.22 No.1（2016） 9

0 

5 

10 

15 

20 

25 

30 

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 

0 

5 

10 

15 

20 

25 

30 

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 

0 

5 

10 

15 

20 

25 

30 

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 

0 

5 

10 

15 

20 

25 

30 

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 
0 

5 

10 

15 

20 

25 

30 

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 

0 

5 

10 

15 

20 

25 

30 

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 

0 

5 

10 

15 

20 

25 

30 

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 
0 

5 

10 

15 

20 

25 

30 

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 

0 

5 

10 

15 

20 

25 

30 

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 
0 

5 

10 

15 

20 

25 

30 

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 

（図 9）天王台西公園　優占種上位 10 種の個体数の月変化 .

Fig.9. Population according to the month of  ten kinds of  dominant species in the Tennodai west park.
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（図 10）根戸船戸緑地　優占種上位 10 種の個体数の月変化 .

Fig.10. Population according to the month of  ten kinds of  dominant species in the Nedo Funado green tract of  land.
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付表 5.　宮ノ森公園　鳥類センサス結果 .（2012 年〜 2014 年合計）

Appendix table 5. Result of  birds survey in the Miyanomori park. (2012 - 2014 total)
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付表 6.　中里市民の森　鳥類センサス結果 .（2012 年〜 2014 年合計）

Appendix table 2. Result of  birds survey in the green tract of  land that is called Nakazato citizen's forest . (2012 - 2014 total)
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付表 7.　天王台西公園　鳥類センサス結果 .（2012 年〜 2014 年合計）

Appendix table 7. Result of  birds survey in the Tennodai west Park. (2012 - 2014 total)
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付表 8　根戸船戸緑地　鳥類センサス結果（2012 年〜 2014 年合計）

Appendix table 8. Result of  birds survey in the Nedo Funado green tract of  land. (2012 - 2014 total)
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Bird Census Report at Parks and Green areas in Abiko City. (2012,2013,2014)

Izumi SHIODA

Abiko City Museum of  Birds, Kohnoyama 234-3, Chiba, 270-1145, Japan

KEY WORDS: Avifauna, count survey, public park, green areas, Abiko city, Chiba prefecture

SUMMARY:

 I conducted bird census at four Parks in Abiko City once a month for three years from 2012 to 2014. I compared the avi-

fauna of  each park. Brown-eared Bulbul Hypsipeters amaurotis was the most dominant species in each park. The population 

and the number of  species increased in winter. The number of  species and the population of  birds were the maximum in 

a park including various environment. But it was the smallest in a park among the city area.


